
「サクラサク」（マタイ福音書4章23節から5章2節） 

　「心の貧しい者は幸いです」で始まる山上の説教（5章3節から7章27節）は、聖書全体
の中で有名な箇所の1つである。この山上の説教を読むためには文脈が大切である。 

　山上の説教の前に、イエスは「天の国が近づいたこと」を宣言し始める（4章17節）。
マタイ福音書において、「天の国」という語は「神の支配」を意味している。イエスは「神
の支配が近づいたから、自分たちを改めよ」と宣言したのである。「神の支配」が示して
いるものは、神の計画、神の価値観である。神の計画、神の価値観が実現し始めているか
ら、自分たちの計画、自分たちの価値観を神の計画、神の価値観に改めよというのがイエ
スの宣言である。 

　ヤコブとヨハネを呼んだ後（4章18節から7章27節）、イエスはガリラヤ全体を巡った。
その目的は、神の国の福音を宣言することと病や患いを癒すことである。 

（1）神の国の福音を宣言する 

　「神の国の福音」とは「神の支配が近づいたという良い知らせ」である。人間の計画、
価値観ではなく、神の計画、価値観が実現し始める。これが良い知らせである。では、神
の意志、計画、価値観とは何か。それが次の「病や患いを癒す」ことに表現されている。 

（2）病や患いを癒す 

　イエスの時代（紀元1世紀頃）、病や患いを持つ人々は、人間の計画から外れた存在、
人間の価値観では社会から外れた存在とみなされており、社会から疎外され、周縁に追い
やられた存在だった。イエスはそうした人々の元へ行って、出会った。このこと自体がす
でに良い知らせである。そして、病や患いを癒すのは、単に超常的奇跡である以上に、社
会的に疎外された人々の痛みを回復することを象徴している。これこそが、神の計画、神
の価値観の実現である。神の価値観は人間社会一般の価値観とは異なる。人間社会の価値
観では、病や患いを持つことは生産性を損なうことであり、病や患いを持つ人々は役に立
たないという烙印を押す。一方、神の価値観では、そうした人々を神の民として受け入れ
る。こうして、病や患いを癒すことは「神の国（計画、価値観）が近づいた（実現しつつ
ある）」ことを表現している。 

　こうした文脈で山上の説教の「心の貧しい者は幸いです」という言葉を読む時、これも
また神の計画、価値観の実現であることが分かる。心の貧しい者も、悲しむ者も、人間社
会において痛みを覚える人々である。心の貧しいこと、悲しむことそのものが幸いなので
はない。悲しいことはやはり悲しいことなのである。それは人間の計画、価値観では周縁
に追いやられてしまうことである。幸いなのは、神の支配の中で守りを得るから、慰めら
れるからである。神の価値観と人間の価値観は異なる。人間の価値観の間に、神の価値観
が広がっていく。これが良い知らせである。 


